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水路は直線的で、水深約1.5ｍ前後。水路内にはティ
ラピア類が優占。水路脇にはシオマネキ等のカニ類
が生息。

水路(中央部)

ﾏﾝｸ゙ﾛｰﾌﾞ域

甲殻類・貝類共に多くの種が出現している場所。地盤高
や底質等の環境の違いにより、様々な種が生息している。

陸地環境(陸地化が進んだ場所)

大潮の満潮時のみ海水が侵入する。オキナワアナジャコの塚が点在
する他、コハクオカミミガイ等の高潮線付近に生息するオカミミガイ
類が優占している。

陸地化が進み、大潮時にも海水が侵入することは無
い。大潮平均高潮線より上側に住むミナミオカガニ
やオカヤドカリ類等が生息している。

陸地化が著しく進んだ場所

比屋根湿地の水生動物(魚類、貝類、甲殻類、その他)の特徴

　比屋根湿地には、水路、干潟、マングローブ、陸地化の進んだ場所等の多様な環境が混在している。各環境に生息する生物の
概況は以下の通りである。水路とその周辺に広がる干潟では、甲殻類のシオマネキ類が優占しており、水路内では魚類のティラ
ピア類が優占している。マングローブ内では甲殻類のベンケイガニ類が優占して見られる他、貝類のオカミミガイ類も多数出現
している。陸地化の進んだ場所では、貝類のコハクオカミミガイが優占し、所々にオキナワアナジャコの塚も点在している。
　出現する水生動物の種数は多く、今回の調査では150種以上が確認されており、特に甲殻類(66種)と貝類(51種)の出現種数が
多い。特に甲殻類の出現種数は、名護市の天然記念物に指定されている大浦川マングローブでの調査結果(67種;諸喜田ら2002)
と同程度であり、比屋根湿地は住宅地に面したマングローブでありながら、生息する種は非常に多いものと判断される。
　

干潟域(南西側)

南西側に広がる干潟。シオマネキ類が優占して
生息している。

水路(南東側)

フエダイ類やアイゴ類等の汽水性魚類の幼魚
が干潮時にも確認されている。

干潟域(中央部)

中央部に広がる干潟。泥分が多く、オサガニ類
が優占して生息している。

水路(雨水幹線)

干潮時には、水深数ｃｍまで低下する。
コンクリート3面張りであり、生物の生息
環境は少ない。

図3-3　比屋根湿地内の魚類、底生生物の出現状況
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